
技能をみがき産業の開発に努め豊かな問 にいたしましょう。(町民怒章より )

ピ

清さん一家が愛の理髪奉仕
!!lま札ないお年寄 りに亙l'髪奉仕 出さんは「はじめはへんパ さ

をーと今金駅前通 りで理髪庖を経 んのJ盲導をAfUョてと，思いたちま L

叫する消mこさんは、 22寿困でオ たが、みなさんが大変将こんでい

ープン以来、毎月、日 nì~ 日を利用 ただき、毎月楽しみにしているの

L奥さん、主l~ さんの三人総出で理 でJ と小さな税切が大きな輸にな

~司王fj をし、お年寄りや関係者に り、 これからも続けたいというよ?i

喜ばれI必叩tされています。(写真) さん。本当にありがとう r
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匂竺里三

第
三
固
定
例
町
議
州

舎
は
九
月
十
八
、

+

川

九
目
的
二
日
間
聞
か
れ
、

一
般
会
計

酬

補
正
干
担
主
ど
綴
梁
四
件
を
帯
柑
惜
し

酬

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

川

た
.
ま
た
、
昭
利
四
十
九
年
度
一
般
州

会
計
会
ど
六
会
計
の
決
算
認
定
は
、
川

決
骨
特
別
委
只
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

州

た
。

酬

ニ
町
議
会
で
決
ま

っ
た
お
も
立
こ
酬

と
は
止
の
と
お
り
で
す
.

酬

種
川
の
温
泉
は
現
在
放
流
状
態
で
あ

る
が
、
豊
時
四
に
引
湯
し
な
い
の
庁

l

極
川
附
近
に
ま
だ
温
度
円
高
い
お
泌
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
見
解
で
、

五
十
一
年
度
ま
で
に
再
度
地
下
資
槻
制

査
と
物
理
探
索
町
阿
而
か
ら
徹
底
的
に

調
査
を
し
た
う
え
で
結
論
を
出

L
、
施

設
の
利
用
を
考
え
た
い
。

国
保
病
院
の
医
療
過
誤
に
つ
い
て
今

後
の
対
策
は

1
輸
血
過
誤
が
あ
っ
た
こ

と
は
町
民
に
対
し
械
に
申
し
訳
け
な
い
.

今
後
円
対
策
に
つ
い
て
は
医
療
対
策
特

別
蚕
貝
会
に
お
い
て
位
普
何
処
置
を
と

る
と
と
も
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
体
制

Z . 
言. 
言， 
号

思いやぬ士会をつくろう

:震憤鋭利長考EZLもゑ
役場社協事務局で受け付け

第3固定

例町議会

般
会
計

三
千
四
十
万
円
を
追
加

。

一
般
会
計
補
正
予
耳

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
+
万
二

千
円
が
追
加
さ
れ
.
干

n総
額
は
十
七

倍
九
千
二
百
八
十
九
万
五
千
阿
に
主
り

ま
し
た
.

追
加
町
お
も
な
も
円
は
山
手
帥
師
、

御
彬
仙
師
、
東
町
的
排
水
工
事
費
千
三
十

三
万
円
、
災
害
関
係
設
計
委
託
料
二
百

六
十
万
問
、
西
掛
川
災
害
復
旧
工
事
五

百
九
十
四
万
一

千
問
、

見
苦
復
旧
資
材

八
+
万
二
千
円
中
央
軸
道
路
改
良
工

事
六
百
四
十
九
万
問
、
役
場

，

庁
舎
改
築
工
事
、
眼
房
改
修
、

/
/
〔

倉
庫
、
車
庫
新
築
な
ど
に
九

パ

百

十
三
万
円
、
財
政
調
整
法

ル

金
約
立
金
三
百
二
万
八
千
問
、

け

・保
治
乗
用
車
、
庁
用
備
品
附
入
質

百
十
三
万
円
、
函
館
カ
ト
リ

y
ク
社
会
福
祉
協
会
保
育
所

川
建
設
補
助
金
百
万
円
盟
舟

F
h

園
施
設
護
側
賀
補
助
金
六
十

ぺ
1
.
三
万
三
千
円
、
樋
川
小
学
校

も

窓
改
修
工
事
曲
目
七
十
五
万
円

い.
J

台
風
五
号
で
涜
央
し
た

一

一'ぺ
ji-
-A

英
利
河
の
上
利
一
別
橋
は
現

一

?

に

ツ
リ
宏
司

形
復
旧
で
年
内
に
完
成
一

A
M
V
M叫

し回
伐

t
r
t

主
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
臨

道
路
用
地
購
入
山
口
八
百
九
十
二
万
円

体
育
館
組
設
工
事
四
千
十
五
万
円
、
中

央
附
山首
計
委
託
料
外
百
五
十
方
向
弘
ど

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
的
千
百
五

十
万
円
、
諸
収
入
九
百
七
十
八
万
五
千

円
、
附
産
収
入
三
百
五
十
九
万
九
千
円
、

道
支
出
金
二
百
凶
十
五
万
円
、
園
出
支

出
金
百
六

4
六
万
八
千
円
な
ど
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
.

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘
定

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

の
設
置
な
ど

四
議
員
か
ら
一
般
質
問

定
例
町
柑刷
会
で
町
政
に
対
し
て
四
議

只
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
と
教

育
次
長
が
回
答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
.

0
今
金
、
八
雲
線
か
ら
町
道
緑
線
の
取

付
道
路
を
直
線
に
で

8
な
い
か
目
用
地

W
H
収
が
未
解
決
で
道
路
を
州
げ
ざ
る
を

得
な
〈
不
能
を
か
け
て
い
る
が
、
土
地

所
有
者
向
ご
思
解
を
願
い
改
良
し
た
い
.

、
今
金
小
学
校
用
地
の
早
期
確
保
を

1

体
育
館
東
側
用
地
は
狭
あ
い
な

の
で
適

円
確
立
に
普
力
し
た
い
.

安
い
費
用
で
安
心
し
て
出
産
で
き
る

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
股
置
は
M
H
国
保

病
院
に
産
刷
用
人
科
的
医
師
が
い
な
い
こ

と
か
ら
妊
産
婦
向
半
数
は
他
町
施
般
で

出
産
し
て
い
る
現
況
で
、
必
要
度
は
痛

感
し
て
い
る
.
医
師
的
確
保
、
施
設
の

整
備
に
よ
り
今
後
実
現
に
努
め
る
。

国
保
晴
院
の
医
療
従
事
者
を
増
員
す

る
考
え
は

1
入
院
患
者
で
約
百
三
十
名

外
来
忠
者
二
百
名
を
診
察
す
る
現
荘
、

医
師
二
人
、
む
惜
岨
締
二
十
三
名
で
は
手

が
足
句
主
い
.
医
師
や
各
部
門
町
職
只

の
充
足
、
荊
院
改
築
に
は
重
白
的
に
力

を
間
注

L
.
住
民
的
健
康
管
理
に
役
立

せ
た
い
.

非
常
時
災
害
の
た
め
に
町
民
相
政
処

理
班
を
訟
置
し
て
は

1
非
常
災
害
に
お

い
て
は
災
害
対
策
本
部
を
般
置
し
対
処

す
る
が
、
復
旧
に
あ
た

っ
て
は
凶
係
事

業
ご
と
に
捌
査
を
行
い
各
担
当
部
門
で

応
急
災
害
事
業
と
し
て
処
置
し
て
い
る
.

被
災
者
の
助
成
と
し
て
環
壇
整
備
貸

付
金
制
度
を
実
施
し
て
は
H
所
得
円
低

い
世
帯
也
ど
は
国
町
災
笹
按
纏
資
金
的

貸
付
制
度
が
あ
る
が
、
被
告
円
程
度
町

小
さ
い
も
町
に
は
救
槌
措
置
が
な
い
.

個
人
的
施
般
の
復
旧
で
も
資
材
円
援
助

孟

Ez--ii-zi--一三百
三
号
室
一

zz-ziiz--zfE一守喜一
ZE25五一
=-siE言
Z一言

町
く
る
み
で
あ
た
た
か
い
思

い

や

り

行

ヲ
も
の
で
す
。

町
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
今
金
町

社

特

に
預
託
者
向
指
定
が
あ
れ
ば
希
望

会
福
祉
協
限
会
で
は
、
八
月
二
十
日
か
の
実
情
に
よ
り
配
分
し
ま
す
.
指
定
的

ら

「

語

銀

行
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
・

み

も
の
は
公
正
に
情
出
し
ま
す
・

こ
町
並
怖
鋭
行
は
.
社
会
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
赤
い
羽
般

な
る
こ
と
を
し
た
い
、
恵
ま
れ
な
い

人

共
同
募
金
融
末
助
け
合
い
運
動
が
全

々
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
あ
た

た

図

的

に

展

開

さ
れ
ま
す
。

か

い

愛

情

を

お

寄

せ

く

だ

さ

る

人

た

ち

お

E
い
が
生
し
で
も
し
あ
わ
せ
に
主

的
窓
口
と
な
り
、
そ
の
行
為
を
最

も

効

れ

る
よ
う
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
、

操
的
に
い
か
し
て
社
会
に
役
立
た
せ
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
.

ま
す
.

量
制
川
町
行
為
に
は
、
金
銭

-
物
ロ
聞
な

ど
の
寄
付
、
骨
力
畢
仕
、
技
術
奉
仕
な

ど
が
あ
り
ま
す
.
こ
れ
ら
を
ま
ず
愛
情

銀
行
に
預
託
と
い
う
形
で
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
登
録
し
た
内
容
に
つ
い

て
、
こ
の
銀
行
か
ら
恵
ま
札
な
い
人
々

や
地
地
施
股
、
子
ど
も
金
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
の
要
望
を
考
え
て
畢
仕
活
動
を

町
営
駐
車
場
が
完
成

町
道
主
要
道
路
町
片
側
駐
禁
に
よ
り

市
街
地
内
駐
車
場
内
艶
備
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、
八
月
末
.
産
業
会
館
前

に
町
営
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
.

こ
れ
に
よ
り
三
十
三
古
町
駐
車
が
で

補
正
予
算

医
業
迎
用
な
ど
二
百
六
十
四
万
八
千

円
が
追
加
さ
れ
、
干
間
総
額
は
三
億
二

千
六
百
七
十
八
万
七
千
問
に
な
り
ま
し

た
。

〈〉
輝
情

八
月
末
の
集
中
豪
雨
被
害
に
対
し
て

中
型
地
区
と
伺
川
地
区
よ
り
次
的
ょ
っ

な
腕
附
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
.

一
花
石
チ
ン
コ
ベ
橋
よ
り
中
里
奥
沢

品川
区
間
的
築
堤
工
事
的
早
期
実
施
を

一
中
里
地
区
町
蛇
行
す
る
利
別
川
の
河

川
切
替
え
工
事
を

一
英
利
河
多
目
的
ダ
ム

町
早
期
実
現

一
下
ハ
カ
イ
第

一
副
首
工
延
民
が
短
い

円
で
四
泊
工
的
全
而
改
良
を

一
刻
首
工
上
流
に
被
害
防
止
の
築
慌
を

正
な
対
価
で
解
決
し
拡
幅
し
た
い
。
西

側
は
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
地
と
し
て

抽
討
し
て
い
る

の
で
事
前
に
用
地
を
附

保
し
た
い
.

夏

・
冬
休
み
中
の
小
中
学
校
の
使
用

許
可
は

l
地
域
住
民
的
文
化
的
セ
ン
タ

町
役
割
を
は
た
す
学
校
開
放
は
学

校
内
管
理
運
怯
を
損
な
わ
な
い
限
り
学

校
長
的
権
限
で
利
用
願

っ
て

い
る
.

部
落
住
民
の
安
全
な
献
料
用
水
施
段

の
計
画
は

l
各
地
の
地
下
水
は
年
々
枯

渇
し
て
お
り
将
来
は
間
易
水
道
地
位
が

必
要
で
あ
る
が
水
源
地
内
服
保
と
住

民
同
需
要
に
応
じ
る
よ
ヲ
基
礎
制
査
を

進
的
て
い
る
.

や
応
必
修
理
に
あ
た

っ
て
い
る
。

。
剥
別
川
よ
涜
地
帯
白
水
害
防
止
と
摩

地
対
策
は

l
園
、
道
的
開
発
所
管
と
の

迎
燐
を
密
に
し
て
保
全
に
努
め
る
.
農

地
に

つ
い
て
は
生
産
団
地
造
成
な
ど
今

後
ま
だ
開
拓
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
ダ

ム
闘
迎
、
山
村
振
興
事
業
と
あ
わ
せ
て

賀
極
的
に
取
り
く
み
た
い
。

。
生
活
世
蕃
の

一
環
で
葬
儀
場
を
町
民

セ
ン
タ
ー
に
段
置
し
て
は
、
ま
た
、
祭

壇
の
貸
付
制
度
の
実
施
は
H

施
般
的
利

用
は
各
自
民
な
る
が
集
合
場
を
利
用

さ
れ
る
ニ
と
も
よ
い
.
白
骨
担
貸
付
な
ど

は
生
活
改
普
推
進
協
で
計
画
さ
れ
た
い
。

Z-iz-iiZE--

き
ま
す
の
で
広
〈
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

な
お
、
大
型
車

(
マ
イ
ク
ロ
型
は
除

〈
)
の
駐
黙
と
降
雪
期
は
除
官
作
業
の

た
め
午
前
七
時
か
ら
午
前
八
時
的
聞
は

駐
車
で
き
ま
せ
ん

の
で、

利
用
者
は
表

示
板
門
注
意
事
項
に
協
力
〈
だ
さ
い
.

委
員
会
活
動

(2 ) 

定
例
町
級
会
に
お
い
て
産
業
、
建

設
常
任
委
民
会
か
ら
所
管
事
務
調
査

町
結
巣
、
止
の
よ
う
主
要
望
意
見
が

丘
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

E-産
唖
常
任
委
員
会
.

E

7
町
有
林
同
組
林
築
地
に
当
っ
て
は

Z

そ
の
実
効
を
図
る
た
め
適
地
町
選

Z

定
に
充
分
な
る
検
討
を
願
い
た
い
.

2

守
美
利
河
ダ
ム
町
挫
設
計
画
に
伴
う

Z

調
査
の
進
捗
と
と
も
に
地
域
的
対

出

策
を
資
極
的
に
輸
肘
さ
れ
た
い
.

E

守
本
町
畑
作
的
主
産
で
あ
る
宜
用
問

=

蹄
事
的
品
質
'
川
上
を
銘
柄
保
持
的

=

た
め
食
用
馬
蹄
車
内
種
子
確
保
に

均

つ
い
て
指
導
対
策
を
檎
討
さ
れ
た
い
。

=

マ
金
又
綿
剛
山
道
盤
備
計
画
は
当
該
地

E

域
何
回
場
務
備
事
業
を
進
め
る
計

一

画
的
中
で
笑
税
を
図
ら
札
た
い
.

2

・
建
盤
常
任
委
員
全
.

2

7
今
後
円
独
政
工
不
円
尖
地
に
あ
た

つ
て
は
呉
市
出
水
等
も
考
慮
し
て

災
害
問
排
除
に
努
力
さ
れ
た
い
.

7
東
町
、
日
の
出
町
円
後
背
地
か
ら

の
降
雨
に
よ
る
出
水
並
び
に
土
砂

流
出
防
止
に

つ
い
て
抜
本
的
対
策

を
柚
附
さ
れ
た
い
.

守
金
保
伊
藤
文
古
氏
地
先
円
私
道
橋

は
近
く
に
永
久
怖
も
あ

り

事

故

防
止
の
見
地
か

b
廃
織
と
す
る
よ

ヲ
指
導
さ
れ
た
い
。

たすけあいを

大きな輪に

赤い羽根共同募金運動

10 月 ~ 12月

.-;: 

， ， 

秋の火災予防運動

[>1暖房器具の安全点検、消火の確認

bたばこの投げすてと寝たばこの防止

10 月 15 日~ 31日

(3 ) 



-
町
は
第
三
回
定
例
町
線

会
で
昭
和
凹
十
九
年
度
同
一

般
会
計
を
は
じ
め
五
特
別
会

引
の
決
算
認
定
を
求
め
ま
し

た
.現

在
‘
決
算
特
別
委
只
会

に
付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
お
む
な
内
寄
を
グ
ラ
フ

と
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
.

49年度、20億円の町の決算
投資的経費に 4億 8千万円

民生費17%、農林水産業費12%EE 町税(1億5千万円)は11%

地方交付税で47%占める
@ 

49年度のおもな事業

{単位万円

中央線街路事業 6，823 

1 消防庁舎建設 5，465 : 

:中堅橋架替 3，077 : 

畑町沢林道開設 2，831 

上甑川線道路改良 2，583 

1 曙町外災害排水改良 1，753 : 

:地和制査 し551: 

教只住宅建設 1，489 

特別養溜老人ホーム挫設補助 1，475 

濁川住吉線林道開設 1，389 : 

l イマヌエル線(~!雪住防止 1，270 : 

l 中.lliへき 地保健福祉館建設 1，200: 

日jjfi酪民研修センター建設 1，120

林業構造改善事業 1，080 : 

j 旭線制裳工事 980 : 

i観光開発、溢泉ポー リング 654 

白石山免農道整備 638 

公有林艶備 611 : 

I 今小校庭整備 558 : 

:今金幼靴悶整備 544 : 

!悶場川橋架替 535 

神丘稲祉会館増築 385 

49 

町民税(個人1

1 町民税(法人)

t 固定 資産税

軽自動 車税

;たば こ消費税

電気ガス税

t 木材引取税

!特別土地保有税

i 入 湯説

(4) 

円)

会計別 E 分 Eた 罫 lii 残 聞 の 措 置

哉入 1，413.095.679 翌年度へ韓也

一般会計 歳出 l咽394冒 256.971 8.838.7岨

残制 18，838.708 
基金繰入れ

10，000，000 

匝wv，<業 歳入 245，695.932 盟'1庄へ紐銭

歳出 239冒751.397 2，944，535 
勘

"'二
残在員 5‘944.535 

基金繰入れ
3，0曲訓珂

特
国保施設

収入 366.738.401 翌年度未処分裂益

主 11¥ 336.825.021 剰余金として 也

削 { λζ 

手品 倉H 29.913，380 29，913.380 
~II 

歳入 型年度へ組組
今11<簡易

24，174.3∞ 
歳出 24.032.401 66.899 

水道会計
残省H 141.899 

基金繰入れ

告
75，0田

蝿川簡易
歳入 2‘654.624 今金町簡易水道事業

水迫会a'j
誼 /.H 2，550.089 会計へ牒鎗

計十 残制 104.535 104.535 

花石簡易
歳入 1，410.537 

今会計金町へ韓簡易組水道事業

水道会計
歳出 1.377 .802 

残 ta 32.73a 32.735 

歳入 2.053‘769.473 翌年度へ雌鍾

A ι， J-j 歳出 1.998，793.681 41，9叩 .792
地金繰入れ

手先 制 54.975咽792 13，075咽O∞

昭和49年度一般会計

歳出決算性質別比較図a副

昭和50年度一般会計の予算執行状況

出 〉〈歳

額総額

現h併銀1( 15弼7千円>l

璽翠翠
霊薄手同(96附円)

位“い

昭和49年度会計別決算額昭和49年度一般会計歳入歳出決算の内訳

出場棒切 (23.616千円)

的千円}94'千円 (

出 〉

341担千内 (24.5%)

{歳

鎗E苦情

入 〉

“6.122千円 (.17.1%)

〈歳

地 }jfl.付従

港，鈴主そ?司 (36侃 2千円}

護務瓦f-PI(的 幻 円 同)

89通溺復興 f':I'担ω@千円)

，.民5均千伺 (68.0“F円}

車鱗抑吋山千円}

~.~~， 6切千円(閉 .025 刊弓)

碕 ωt子IIJ(泌 032閉 )

としの町の財政(F匂)

4月から始まった昭和50年度も約半年が過さました。

町民のみなさんに、町内古所がどのようになって いるか を知

っていただ 〈た的、今年度的一般会計子算執行状況をお知 らせ

Lます.

外"予算現副

内"収入支出i舟鶴

亡二二コ"微行平

23，ヨヨ0円

貴 h

費 i. [ 
貴 i

農林水 遊... [

費!
貨 F

会

務

主主

〈歳入 〉

I百周肝岡高頭副 総

1“ふ主主事Q的，，"，"怒毘}1町

lZ 間千伺 4i~~1数 J 地 方鑓与校

12醐全勝間 蛸開け 自動 奪取得投
交付金

抑品説暑帯主盟主，~8ñï:ギ持〉 i地 方 交 付 製

'.W 交通安全対策
j 特別受付金

3蹴刊 {l.lを琵T1分幽及負担金

n 024千Pl$じま降、4・9響玲bf使用料2主宰"料

M9諸 問 {削肘堕ま 1国庫支幽金

叩 I刷千円 ( 7.1I8-'f-内1;'i道支 出金

8067千円( Li:!銭際社財 童 叡 入

m' 竺-"fIlJ斗禽

印刷千円 (18前 rl緑

8，8調子円( 8.8錫干内 } |線

"411千円(初棚盤捌箇

一一 |町

• 
総

民

後

金

働

街

ヲち996寸円

• 
'貴

災害復 l自費

予
• 
'貴

主

防

債

傭

育

本

高

土

教

公

消

金

金

金

入

債

附

.. 
入

収

100ニH'l、

~ 

」ー

31.気附了門

年度町税決算の内訳

46，521千円

15，227千向。

40，884千円

1，849千円

18，306千円

6，317千円

201千円

26，543千円

26千円

25，690m' 

2，552千円

21台

48，278千 円

(50. 3. 31現在)

12，574，209m' 

46，151m' 

高在

町有財産の内訳

現分

地

建 物

立 木

出資に よる権利

率 納

基金

区

土

(50 3. 31現住}

J<< 

町債の状況

188，597千円

昭和50年度町税の収入状況

税の区 分 開定額 収入済額 収入率

千同 千円 % 

町 民 税 67，465 43，560 64.5 

固定資産税 42，403 25，449 60.0 

固有資産等所在市
5，381 5，381 1凹 O

町村宜付金納付金

軽自動 車税 1，994 1，883 94，4 

たばこ消 y~ 税 9，467 9，467 100.0 

電気えfス 税 2，556 2，556 100.0 

木 材引取税 80 80 100.0 

特別土地保有税 13，458 13，458 100.0 

3十 142，804 101，834 71.3 

(5 ) 



いつまでもお元気で
JjIJ!-

、議轍i
-一戸
hv

一
/ 

酉シマさん

'
八
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
慰
問

九
月
十
五
日
向
敬
老
町
目
、
町
内
向

八
十
八
歳
以
上
町
お
年
寄
り
町
長
寿
を

祝
い
励
ま
そ
う
と
、
町
長
が
慰
問
訪
問

し
ま
し
た
。

最
年
長
町
西
ン
マ
さ
ん
は
「
今
年
は

も
う
畑
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
し
と
残
念
が

っ
て
い
ま
し
た
が
男
性
的
年
長
者
蓑

品
さ
ん
は
、
ま
だ
農
作
業
を
す
る
元
気

き
で
さ
す
が
に
長
寿
ぶ
り
を
恩
わ
せ
ま

し
た
.

こ
の
日
訪
問
し
た
八
十
八
蔵
以
上
向

十
五
人
に
は
町
長
か
ら
一
万
二
千
円
が

贈
ら
れ
、
今
年
来
舟
を
迎
え
た
藤
倉
さ

ん
、
山
北
さ
ん
、
菅
井
さ
ん
に
は
知
事

桧
山
代
表
の
大
倉
さ
ん

高
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
で

準
北
海
道
一

老
人
的
他
康
診
断
を
奨
励
し

て
そ
の
健
康
増
進
を
図
り
、
館

康
で
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い

る
老
人
を
悦
侃
し
よ
う
ー
と
五

十
年
度
全
道
高
齢
者
健
康
コ
ン

ク
ー
ル
が
九
月
九
回
、
札
制
問
市

で
聞
か
れ
、
桧
山
管
内
代
表
者

同
大
倉
亀
治
さ
ん
(
田
歳

・
昭

和
町
)
が
み
ご
と
男
性
的
部
で

奥
さ
ん
、
あ
な
た
は
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
か
.

国
民
年
金
は
、
お
年
寄
り
に
主

っ
た

と
き
や
一
家
の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人

が
死
亡
し
母
干
世
帯
と
な

っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
に
あ
勺
た
と
き
に

ι

町
方
々
の
生
活
が
た
ち
い
く
よ
ヲ
に
年

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
.

ご
主
人
が
年
金
に
入
っ
て
い
る
か
ら

私
は
入
句
な
く
て
む
よ
い
と
だ
れ
も
が

唱
え
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
チ
ヨ
ッ
ト
考
え
な
お
し
て
み

ナコん" 
て
〈
だ
さ
い
.

ご
主
人
が
受
け
る
年
金
だ
け
で
は
、

夫
婦
二
人
が
老
後
円
生
活
を
送
る
の
に

4
袈
な
資
金
を
俳
句
れ
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
.

んね

ま
た
、
間
企
が
あ
る
か

b
退
職
金
が

あ
る
か

」り
と
い

っ
て
も
最
近
円
物
怖
日

で
は
不
安
が
つ
き
ま
と
い
ま
し
ょ

1

国
民
年
金
で
は

サ
ラ
リ
マ
ン
町

奥
さ
ん
も
老
齢
年
金
を
も
b

い
、
よ
り

盟
か
句
老
後
の
生
活
に
備
え
る
た
め
、

希
望
す
る
と
加
入
で
さ
る
こ
と
に
主

っ

て
い
ま
す
.

つ
ま
り
奥
さ
ん
が
保
険

料
を
制
的
奥
さ
ん
自
身
町
年
金
・
と
し
て

六
五
歳
か
句
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
.

(1) 

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
は
奥
さ
ん

自
身
的
瓦
後
町
生
活
を
司
る
た
め
の
年

金
で
す
か
ら
、

一
人
で
も
多
〈
町
方
々

が
加
入
さ
れ
る
よ
う
役
場
年
金
担
当
者

は
望
ん
で
い
ま
す
の
で
早
的
に
乎
純

き
を
す
る
よ
う
に
し
て
〈
だ
さ
い
.

ま
た
、
役
場
年
金
係
で
は

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
町
奥
さ
ん
で
未
加
入
町
方
々
に

司
国
民
年
金
で
老
後
円
幸
せ
を
』
を

一

部
送
付
し
て
お
り
ま
す
町
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
加
入
さ
れ
る
よ
っ
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

給
付
の
制
限

国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
に
至

っ
た

と
き
町
は
か
障
害
又
は
死
亡
と
い

っ
た

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
札
大
忍
び
で
し
た
.

ま
た
、

八
十
歳
以
上
|
八
十
七
歳
ま

で
の
お
年
都
り
百
九
人
に
は
助
役
、
収

入
役
か
ら
六
千
円
が
手
渡
さ
札
ま
し
た
.

八
十
八
歳
以
上
町
お
年
寄
り
は
止
の

と
お
り
で
す
.
(
敬
枇
略
年
齢
順
)

西
ン
守
(
回
代
田
歳
)
蓑
島
勝
四

郎
(
臼
進

・
町
議
)
永
井
盟
次
郎
(
本

町
制
成
)
松
本
局
次
郎
(
日
進

・
田

蔵
)
目
下
ち
さ
と
(
御
影

・
四
歳
)
竹

内
ム
ラ
(
八
束
・
位
歳
)
自
由
キ
セ
(
昭

和
町

e
m
出
成
)
松
本
な
り
(
末
広
町

引
歳
)
村
端
ち
ゑ
(
花
石

・
引
歳
)
千

葉
り
の
(
稲
穂
叩
歳
)
大
平
か
な
え

(
持
金
田
歳
)
端
野
勇
太
郎
(
八
幡

町
四
歳
)
藤
倉
久
左
一エ

門
(
稲
聴

的
歳
)
山
北
彦
十
郎
(
未
広
町
田
歳
)

菅
井
な
を
(
花
石
田
歳
)

融
北
海
道
一
に
選
ば
札
ま
し
た
.

士
倉
さ
ん
は
昭
和
三
十
五
年
頃
か

ら
飲
企
庖
を
経
営
、
現
在
は
自
干
さ

ん
夫
婦
に
経
由
を
任
せ
て
い
る
が

働
く
こ
と
に
わぬ

っ
く
う
が
ら
ず
、

何

か
と
応
的
手
伝
い
を
す
る
元
気
さ
.

全
国
一
内
野
村
さ
ん
に
は
及
ば
な

か
っ
た
が
、
年
齢
で
は
五
歳
も
先
輩

「
今
度
は
ど
ち
句
が
長
生
き
す
る
か

楽
し
み
で
」
と
い
う
大
倉
さ
ん
は
、

「
自
分
的
地
康
は
自
分
で
管
理
す
る

ま
た
、
い
つ
も
き
れ
い
な
心
を
も
ち

神
、
仏
を
信
仰
す
る
L

こ
と
が
長
生

き
町
幡
け
っ
と
話
し
て
い
ま
す
。

開
発
邸
主
事
故
に
つ
い
て
も
、
被
保
険

者
向
所
得
保
障
す
る
た
め
に
年
金
が
支

給
さ
れ
る
が
‘
慌
疾
や
死
亡
と
い
う
主

桔
事
由
は
、
年
金
的
支
給
を
う
け
る
た

め
に
故
意
に
作
り
出
さ
札
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
.

そ
こ
で
故
意
に
生
じ
さ
せ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
保
険
関
係
が
不
正
不
当
に

益
的
ら
札
る
こ
と
町
な
い
よ
う
、
年
金

の
支
給
を
行
な
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

あなたのハイライフをお約束する国民年金

障
害
福
祉
年
金
は

二
十
歳
か
ら
支
給

国
民
年
金
円
陣
苦
年
金
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
に
か
か

っ

た
病
気
や
け
が
が
も
と
で
障
害
に
な
っ

年
金
支
払
償
還
請
求
と
は

郵
制
限
応
で
毎
則
的
支
払
を
つ
け
て
い

る
年
金
円
受
給
者
は
、
支
払
開
始
日
か

ら

一
年
を
経
過
し
た
支
払
に
つ
い
て
は
、

支
払
制
限
経
過
と
し
て
そ
的
支
払
は
取

泊
さ
れ
る
た
め
、
支
払
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
な
〈
む
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
収
納
さ
れ
た

年
金
円
支
払
を
う
け
よ
う
と
す
る
た
め

に
は
、
畳
給
者
は
主
払
償
還
紡
求
を
す

る
こ
と
が

4
裂
で
す
。

こ
の
支
払
償
還
前
求
は
、
そ
及
し
て

支
払
を
附
求
す
る
も
町
で
、
こ
町
制
求

に
も
と
づ
き
、
再
度
支
払
通
知
が
発
行

;iijjjfiii iii i tz;i ;iii;ii!?511ii 
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総
理
府
扶
饗
調
査
か
ら

。

た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
の
は
-
一
+
離
か
ら
と
な

っ
て
お
り
ま
す
町
で
、
二
十
践
に
な
る

前
町
病
気
や
け
が
や
先
天
性
向
心
身
障

害
者
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、
年
金
が

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
.

こ

れ
で
は
、
せ
っ
か
〈
二
十
歳
に
な
る
ま

で
は
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
意
扶
旋

手
当
を
受
け
て
い
て

L
、
二
十
哉
に
な

る
と
手
当
が
打
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
不
公
平
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ

」η
町
人
に
は
二
十
政

カ
ら
障
害
福
祉
年
金
を
差
し
上
げ
る
こ

と
に
念

っ
て
い
ま
す
.

二
十
歳
前
に
重

い
病
気
に
か
か

っ
た

り
、
身
体
障
苦
に
も
っ
た
人
は
、
二
十

放
に
な

っ
た
と
き
に
役
場
内
年
金
係
に

相
践
し
て
下
さ

い
。

さ
れ
ま
す
。

償
還
鯖
求
的
手
続
は
、
寸
国
民
年
金

支
払
償
還
附
求
瞥
」
に
所
刑
事
墳
を
記

入
し
、
主
払
則
限
的
経
過
し
て
い
る
国

民
年
金
支
払
通
知
也
を
所
持
し
て
い
る

と
き
は
‘
こ
れ
を
添
付
し
、
又
、
こ
れ

を
亡
失
し
て
い
る
と
き
は
、
支
払
郵
便

局
で
未
払
で
あ
る
旨
町
証
明
を
受
け
て

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

な
お
、
年
金
受
給
者
が
住
所
氏
名

主
払
郵
便
局
な
ど
を
変
史
し
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か

く
の
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
役
場
年
金
係
に
届

け
出
る
ょ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
.

~ r1 

4) ( 6.) 

豊
か
な
暮
し
と
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

」
(7) 

国
民
的
生
活
に
結
び
つ
き
広
く
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
郵
便
貯
金
は
、
明

前
八
年
創
業
以
来
本
年
で
ち
ょ
う
ど
百

年
を
迎
え
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
こ

の
一
世
紀
に
わ
た
り
、

品
に
国
民
生
活
に
宮
地
し
て
経
済
生
活

的
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
つ
つ
、

略
突
な
捗
み
を
続
け
我
が
圏
内
経
済

社
会
的
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、

そ
の
貯
金
高
は
二
十
一
兆
円
と
い
う
大

き
主
制
に
適
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
貯
金
と
し
て
預
け
ら
れ
た

資
金
は
国
的
財
政
投
融
資
同
大
き
な
資

金
と
し
て
各
方
而
に
融
資
さ
れ
‘
み
主

き
ん
の
福
祉
増
進
に
関
係
の
深
い
住
宅
、

病
院
の
拙
段
、
公
害
的
防
止
生
活
現

境
内
監
備
、
道
路
軌
道
司
円
建
設

中
小
企
業
及
び
農
林
融
業
的
近
代
化
な

ど
に
た
い
へ
ん
役
だ
て
ら
れ
て
い
ま
す
.

昭
和
五
+
年
内
経
済
は
品
的
拡
大
か

句
質
的
向
上
へ

、
ま
た
、
高
度
成
長
路

棉
か
勺
安
定
成
長
路
紺
へ
と
大
き
な
転

換
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

国
民
的

経
済
生
括
的
安
定
向
上
を
目
的
と
す
る

郵
間
前
金
事
業
町
栄
た
す
役
制
は
ま
す

喜
す
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ニ
め
ょ
っ
に

、
設
か
な
く
ら
し
と
住

み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

郵
便
貯
金
町
働
き
が
一
層
重
要
と
会
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
み
念
さ
ん
の
一
照
的

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
.



(2) 

問

国
民
年
金
に
加
入
し
主
け
れ
ば

む
ら
な
い
人
は
、
ど
う
い
う
人
た
ち
で

し
ょ
う
か
。

ナ

答

本
人
的
窓
志
に
関
係
な
〈
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

を
、
強
制
加
入
被
保
険
者
と
い

っ
て
い

ま
す
.

園
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
日
本
国
民
で
、
つ
ぎ
の

い
ず
札
か
に
あ
て
は
ま
る
人
以
外
的
人

は
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
昭
和
三
+
六
年
四
月
一
日
に
お
い

て
五
十
歳
を
こ
え
て
い
る
人
(
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
)

ω
被
用
者
年
金
制
皮
肉
加
入
者
と
そ

の
配
過
者

ω
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
老
齢
(
退

開
)
年
金
ま
た
は
障
害
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
と
そ
の
配
過
者

川

被

用
者
年
金
制
度
か
ら
遺
旗
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

ω
酬
明
傷
病
者
峨
没
者
遺
族
等
鑑
識
法

コんきんね

に
よ
る
断
書
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
と
そ
の
配
過
者
及
び
遺
族

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

川
開
未
帰
還
者
留
守
家
族
等
媛
秘
法
に

よ
る
惚
守
家
族
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人

的
佐
川
部
同
学
生
、
生
徒

以
上
町
羽
田
に
骸
当
す
る
人
は
国
民

年
金
に
加
入
し
弘
〈
と
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

厚
生
年
金
に
九
年
間
加
入
し
て

い
ま
し
た
が
‘
こ
ん
ど
結
婚
の
た
め
退

職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.
女
性
的

場
合
、
脱
退
手
当
金
を
、
つ
け
る
ニ
と

L

で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
将
来
的
こ

と
を
考
え
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
厚

生
年
金
の
期
間
を
通
算
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
固
ま
た
、

そ
町
た
め
に
何
か
手
続
き
は
必
要
て
し

ょ
、
っ
か
。

答

厚
生
年
金
町
被
保
険
者
期
間
と

国
民
年
金
的
被
保
険
者
期
陶
は
通
却
さ

れ
ま
す
@
一
つ
の
年
金
制
度
で
、
長
期

道
内
向
交
通
事
故
死
者
数
は

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
回
に

わ
た
っ
て
‘
日
リ
別
死
者
数
が
全

国
一

.
今
月
に
入
っ
て
か
ら
む

死
者
数
は
ト
y
プ
に
立
っ
て
い

ま
す
。
町
内
で
は
、
九
月
十
三

日
に
回
代
町
道
々
で
オ
ー
ト
バ

イ
が
自
転

4
に
迫
袋
、
自
転
車

町
老
人
が
肋
骨
四
本
を
什
折
す

る
大
怪
我
‘
十
六
日
に
は
通
学

途
中
町
高
校
生
が
ダ
ン
プ
の
後

輪
に
ひ
か
れ
て
、
右
足
を
切
断

す
る
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
い
わ
い
死
者
は
お
り
ま

せ
ん
が
、
特
に
こ
れ
か
ら
冬
に

向
い
大
官
事
故
的
発
生
す
る
危
険
性
が

大
き
く
な
り
ま
す

E

お
互
い
の
注
意
と
協
力
で
、

日
も

を-枇の宜通安全運動

早
〈

w
全
国
一
・
の
汚
名
を
返
上
し
た

い
も
の
で
す
。

マ
交
通
事
故
防
止
の
心
構
え

間
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
に
対
し
て
は

そ
的
年
金
制
度
か
ら
老
齢
年
金
か
退
職

年
金
が
主
特
さ
れ
ま
す
が
短
則
間
被

保
険
者
て
あ

っ
た
人
に
は
老
齢
年
金
や

退
職
年
金
が
支
給
さ
札
ま
せ
ん
@
そ
こ

で
、
各
年
金
制
皮
肉
被
保
険
者
期
間
を

通
算
し
て
一
定
期
間
に
達
し
た
場
合
に

は
、
各
年
金
制
度
か
ら
、
被
保
険
者
期

間
に
応
じ
た
通

n
t齢
年
金
や
通
判
例
迅

糊
年
金
を
支
持
す
る
こ
と
に
主

っ
て
い

ま
す
.

と
こ
ろ
で
国
民
年
金
は
厚
生
年

金
保
険
や
喪
済
組
合
な
ど
の
い
わ
申
る

被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
む
い
二
十

識
か
ら
五
十
九
議
ま
で
の
日
本
国
民
を

三
十
六
年
に
国
民

年
金
制
度
が
苛
き
て

か
ら
、
国
民
は
、
必

ず
い
ず
れ
か
の
年
金

制
度
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
主
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
る

と
か
将
来
な
ん
ら

か
円
か
た
ち
で
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
な
ど
を
除
い

た
二
十
繊
か
ら
六
十

歳
ま
で
何
人
で
、
農

業
や
商
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
は
会
ら
な

い
こ
左
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今小児童の樹頭指噂

「
枇
町
交
通
安
全
辺
動
」
は
町
民
ひ

‘
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
が
一
体
と
な

っ
た

結
果
寸
幅
一
…
事
故
L

で
終
り
ま
し
た
が
、

こ
の
運
動
で
盛
り
上
っ
た
『
事
故
絶
滅
』

何
気
迫
を
継
続
さ
せ
、
巡
転
古

L
世
行

者
む
正
し
い
交
通
ル
ル
の
尖
践
を
判

慣
づ
け
、
職
場
.
地
地
、
家
庭
ぐ
る
み

で
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

マ
行
楽
事
故
金
な
〈
し
ま
し
ょ
う

十
月
以
降
本
格
的
な
紅
葉
ン

l
ズ
ン

?

に
入
り
、
家
族
ぐ
る
み
に
よ
る
レ
ジ
ャ
，

l
ド
ラ
イ
ブ
が
多
く
な
り
ま
す
.
巡
転

者
は
、
次
の
こ
と
を
苛
り
ま
し
ょ
う
.

0
強
行
ス
ケ
ジ
ユ
ル
は
、
事
故
の
も

-P¥
申
と
り
の
あ
る
日
程
を
組
む
a

O
ス
ピ
ド
町
出
し
過
さ
、
無
理
な
追

越
し
ゃ
過
骨
運
転
は
事
故
に
つ
な

が
る
の
で
、

必
ず
法
定
速
度
で
慌
に

安
全
第
一
を
心
が
け
る
こ
と
.

O
事
前
に
十
分
休
旋
を
と
る
.
運
転
中

眠
く
な
っ
た
ら
η

、
駐
車
帯
で
必
ず
ひ

と
眠
り

L
、
頭
を
ス

y
キ
リ
さ
せ
る
.

同
製
と
し
た
制
度
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

会
社
を
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
厚
生
年

金
保
険
者
資
相
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
、

当
然
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
て
す
。
た
だ
し
、
被
用
者

年
金
内
被
保
険
者
向
妻
な
ど
は
、
任
意

加
入
町
扱
い
を
う
け
ま
す
。
そ

こ
で
国

民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
的
れ

ば
、
そ
同
期
間
と
厚
生
年
金
町
被
保
険

者
則
聞
は
通
幻
さ
れ
、

〆二
十
五
年
以
上

あ
れ
ば
、
厚
生
年
金
持
Z

ハ
十
歳
か
り
九

年
分
町
通
拘
老
齢
年
金
が
、
ま
た
国
民

年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
国
民
年
金
内
被

保
険
者
期
間
に
応
じ
た
通
持
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
将
来
同

と
ニ
ろ
が
い
ま
だ

「
年
金
町
内
容

が
良
く
わ
か
ら
な
い
」

「
俺
は
若
い

，

だ
か
ら
速
い
将
来
の
こ
と
主
ど
」
と

加
入
の
届
出
を
能

っ
て
い
る
傾
向
が
み

ら
札
ま
す
が
、
最
近
多
発
し
て
い
る
交

通
都
放
な
と
い
っ
、
ど
こ
で
事
故
に

あ
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
.
そ
町
よ
う

な
と
き
も
陣
書
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
ば

か
り
で
主
く
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
年

齢
に
な
っ
た
と
き
に
あ
な
た
だ
け
が

受
給
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、
い
ま
す
ぐ
町
役
場

年
金
係
同
窓
口
で
加
入
的
手
印
刷
き
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
的
納
付
済
期

間
が
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
a

と
こ

1}: 

台所、ふきん、包Tなどは清潔に

び
勤
務
し
た
こ
と
に
よ
っ
厚
生
年
金
町

被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
で
前
向
被

保
険
者
期
間
(
九
年
)
と
合
算
し
て
二

十
年
以
上
に
な
れ
ば
、
厚
生
年
金
保
険

か
ら
老
齢
年
金
が
支
粕
さ
れ
ま
す
。

こ
町
場
合
は
、
厚
生
年
金
保
険
的
被

保
険
者
資
枯
を
喪
先
し
て
い
る
ニ
と
と

五
十
五
歳
(
男
子
町
場
合
は
六
十
歳
)

以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
.

む
し
、
在
職
中
で
あ
抗
ぱ
六
十
五
歳

か
句
年
金
額
的
八
畑
町
在
職
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
.
主
お
、
通
算
の
た

め
の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

民
年
金
へ
町
加
入
手
続
き
は
町
役
場
で

行

っ
て
下
さ
い
.

ろ
が
昭
和
十
五
年
七
月
一
日
以
前
に
生

れ
た
人
は
、
こ
れ
か
ら
六
十
齢
ま
で
保

険
料
を
掛
け
て
も
老
齢
年
金
を
受
け
る

た
め
の
必
要
な
期
間
で
あ
る
所
定
何
年

数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
.

そ
こ
で
こ
町
よ
う
な
方
々
の
た
め
に

本
年
十
二
月
来
ま
で
の
聞
で
あ
れ
ば
、

過
去
の
未
納
分
も
特
別
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
町
役
場
町
年
金
係
で
、
あ
な

た
の
老
齢
年
金
受
給
に
つ
い
て
こ
相
駁

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
.

ま
た
、
皆
さ
ん
円
ま
わ
り
で
加
入
し

て
い
む
い
人
が
い
ま
し
た
ら
加
入
す
る

よ
う
す
す
め
て
〈
だ
さ

い
。
必
ず
、
将

来
は
そ
の
人
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と

で

し

〕

よ
ー

は

フ
グ
器
や
プ
ド
ウ
球
的
は
加
熱
処
理
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
次
の
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
か
ら
身
体
を
守
る
た
め
じ

マ
食
品
向
調
理
は

的
淑
、
迅
速
、
温

度
管
理
(
冷
却
又
は
加
熱
)
町
三
原

則
を
守
る
こ
と
。
制
型
場
は
市
に
消

襟
に
し
定
期
的
に
ね
ず
み
や
ハ
エ
む

ど
の
駆
除
を
行
い
、
的
問
伝
染
経
路

ネ
」
た
つ
。

マ
暴
飲
暴
立
は
さ
け
、
睡
眠
を
十
分
に

と
リ
、

他
成
官
理
に
民
意
す
る
.

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

マ
ブ
ド
ウ
疎
開
手
に
似
(
化
膿
)
が

あ
る
場
合
は
食
物
に
絶
対
闘
を
つ
け

な
い
よ
う
に
す
る
。

マ
腸
先
ピ
ブ
リ
オ
菌
塩
分
の
あ
る
所

立
ら
好
ん
で
発
育
す
る
の
で
新
鮮

な
宜
物
(
特
に
魚
類
)
と
い
っ
て
も

注
意
し
、
飢
を
別
離
し
た
後
は
手
を

よ
く
洗
い
、
包
丁
や
ま
主
紙
は
洗
剤

等
で
洗
っ
た
後
、
よ
く
乾
操
さ
せ
保

管

す

る

.

(

今

金

保

随

所

)

-知っておきたい虫歯予防の知徹

虫曲に悩む人は 向にi時らない

が.はたしてみなさんは本当に!l!

曲干防を其剣に考えていますか.

附T敏行委只全では止により歯科

講出会を J~Jmi Lます。 お子さんの

ためにもぜひ聞いておきましょう.

bとき 11月 8日凶午後l時 -3時

b場 所町民セ/ターホール

t> "，11自ili 北 大 曲 学 部 教 授石川純

.ゴミの不法投棄がめだちます

批近河川敷地や道路の料開に ゴ

ミを投げているのがめだちます。

大口町ゴミ(不撚物)は八東地区

町役致。場所に必らず投げましょう.

・北桧山町由市外局番が変ります

北絵山町内電話がlI'llJlllたため

illi話交拙機が変更され11月 5日か

ら北桧山局区域内の市内m:話番号

に 4局がつき 、 4-XXXXとな

ります.また市外f.;j帯は 01378に

変ります固なお、11月 5日午後 1

時50分から午後 2時10分までのIlJJ
は1111活団組の切替え作撲のため北

桧局あての電話はかけないよう必

願いいた Lます" (今金-;II話局)

・公共職揖訓練生を募集

出向的各職業訓練校では、昭和

51年皮肉訓練生 を募集しています.

b専修職業訓練校函館=出按技

術科、自動車整備料、抑制技術

科、印刷技術科、機械仕上科

江経=建築科、プロァク主II祭料

左官技術科、構l棚分校=建築制

b入校'ti:桔義務教育修了脱皮肉

学力のある人で、田l制を受ける

意欲的ある者。年令*IJ限はない.

P募集WJliIJ 新規学校卒業者51年
l月31目、新平以外 2月末日

b特典授業料、教材質は不裂で

その他各剖lの特!Ilfがあります.

失業保険受結者はJVII日l中給付が

延長されます。

bそ町他詳 Lいことは近く町訓練

校か職業安定所にお問い、合せ〈

fごきし、。

.11月の休日当番医

2日 北桧山町国保病 院

3日今金 町 国保嗣院

9日瀬棚 町 楢崎医院

16日 ヰヒ4金山岡T '1" 医 R見
23日 北桧山町国保病院

24日今 金 町 富 田 医院

30日今 金 町 岩IUI医院

おしらせ

〈
df¥ 

F 
今
年
は
天
候
不

順
主
ど
町
版
物
か

九
月
に
な

っ
て
も

道
内
各
地
で
集
団
的
な
島
中
部
が
発
生

し
て
い
ま
す
.

以
前
は
食
中
毒
と
い
え
ば
フ
グ
的
自

然
窃
や
細
菌
が
主
で
し
た
が
‘
現
在
で

は
カ
7

ポ
コ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
タ
ン

パ
ク
質
的
多
い
む
の
に
で
き
る
サ
ル
モ

ネ
ラ
的
.
そ
れ
に
わ
ぬ
き
し
み
や
白
す
ほ

し
な
ど
に
多
い
ピ
プ
リ
オ
凶
な
ど
で
す
。

こ
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や
ピ
プ
リ
オ
山
聞

は
加
熱
す
る
こ
と
で
殺
菌
で
き
ま
す
が

〕
n
M
d
 

〔



税の知識

主
婦
の
パ

l
ト
と
税
金

「
主
婦
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
よ
る
収

入
が
あ
る
と
き
、
配
過
者
控
除
が
受
け

り
れ
る
で
し
ょ
ヲ
か
L

と
い
ヲ
質
問
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

主
婦
の
バ

l
ト
と
配
過
者

控
除
と

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
回

一
、
王
婦
の
バ

1
ト
収
入
が
年
削
七
↓

万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
ほ
か
に

所
得
が
な
け
れ
ば
夫
の
所
得
カ
ら
配

過
者
控
除
が
受
け
h

れ
ま
す
a

二
、
主
婦
の
パ

l
ト
削
入
が
年
間
七
十

万
円
を
超
え
七
十
六
万
川
以
干
の
と

き
は
、
去
の
所
得
か

」り
配
遇
布
控
除

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

主
婦
同
パ

l
ト
収
入
に
は
所
付
税
が

か
か
り
ま
せ
ん
。

三
、
主
婦
同
バ

1
ト
収
入
が
年
間
七
卜

六
万
円
を
趨
え
る
と
き
は
、
夫
的
所

得
か
勺
配
過
古
住
除
を
畳
け
る
こ
と

d
q
'
'1
1
 

1
 

が
て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
主
耐
の
パ

ー
ト
収
入
に
対
し
て
所
得
税
が
か
か

り
ま
す
。

、

従

っ

て

本

年

内
中
途
で
パ

1
ト
的

収
入
が
七
十
万
円
以
下
に
な
る
こ
と
が

確
実
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
夫
の
勤

務
先
に
「
扶
従
犯
除
等
拠
品
川
申
止
円
引
」

を
怯
山

L
て
配
辿
昌
伸
除
を
川
崎
め
て
も

り
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
反
吋
に
じ

イ

M
同
を
出
血
え
る
こ
と
が
侃
実
と
な

勺

た
場
合
は
「
扶
必
位
陳
情
J
W
刊
動
中
川

n
A」

を
悦
出
し
て
配
過
布
仲
間
除
町
村
取
か
均

除
外
し
て
も
ら
っ
ニ
と
が
必
裂
に
な
リ

ま
す
。

パ

i
収
入
は
給
与
所
得
と

な
り
ま
す
か
り
、
そ
の
所
仰
脱
は

一
年

間
円
以
入
金
制
か
り
給
与
所
得
控
除
、

基
礎
控
除
、

生
命
保
険
料
開
除
な
と

の

諸
控
除
を
走
引
い
た
残
刻
に
税
半
を
か

け
て
計
抑
さ
れ
ま
す
，
詳
し
く
は
腕
功

給
与
担
当
者
ま
た
は
役
場
肘
政
況
に
お

問
い
骨
せ
く
だ
さ
い
。

も

お納
期
内
に
納
め
よ
う

固

定

資

産

税

《=一思

国
民
健
康
保
険
税

古

車

十
月
三
十

一
日
ま
で

日

主

注

力

弥

(

売

雄

二

兇

)

柿

川

阿

部

主

保

(勝

雄

長

女

)

南

町

制

雌

長

帆

(主
政

二
止
)
削

代

小
川

OH
m
-
(倍
以

立

)
川

悦

川
町
品
川
市

(
山
川
淵
民
弘
)
大
和
町

川
仏
ま
ゆ
み
(
昨

日川

三

ι
)市
常
町

疎

訓

結

丹

(止

的

以

zk
)
附
利
川

休
一
鴨
志
則

一紀
距

L
-
出
)
大
和
町

中
川
h

山
出

(幸

則

て

叫

)

団

代

岩

杭

叱

士
H

(

白
夫
了
明
)
末
広
前

，00 

ぺ態

一

日川町民広

一

一附

一
日日月に
比べて

人 119，701 (-t-1 ) 

山 4.758 (13) 

k 4.943 (-2 ) 

1tl: 'm: 2.640 (寸 2) 

(~円 31 日現 (，の)
IJd(且l'古制i人"

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
て
と
う

水

昨

日

広

(日
住
民
男
)
大
和
町

克
行
北
海
国
今
金
町
役
場

¥
ム

=広報=

トヒ~クス

脳
血

。
転
時
企
耐
謀

J 

-
北
部
中
学
校
駅
伝
に
種
川

A
が
連
勝

桧
山
北
部
中
体
述
主
削
則
的
抗
日
回
絵

山
北
部
中
学
校
駅
伝
士
会
は
九
月
十
二

回
、
八
校
十
一
チ
ー
ム
が
事
加
し
て
行

わ
札
ま
七
た
。

コ
l
ス
は
今
令
町
民
セ

ン
タ
ー
静
を
ス
タ

ー
ト
し
て
瀬
棚
町
役

場
前
ま
で
勺
七
区
間
十
九
J
.

前
半
か

り
相
川
A
と
久

4
-
B
が
他
を
引
き
離
し

後
半
位
川
町
一
元
村
、
問
藤
選
手
が
大
き

く
リ

l
ド
、
昨
年
に
続
き
優
勝
し
た
。

(10) 

... 
←~  

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

山

F
戊
太
郎

三
ト
五
歳

花

石

勝

一

六

4
八

歳

融

町

ウ

メ

八

十

五

歳

鈴

企

九

寸

政

Mm

川

八
1
二
歳

入

崎

町

七

卜

五

故

金

保

九

十

歳

金

原

三
十

凶

歳

柏

町
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円
分
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